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Ⅰ．緒言

　看護基礎教育は，看護師として適切な知識技術態度
を修得するとともに，態度の育成に職業的価値観である
看護観を育成する場である．看護観は「それぞれの看
護者が行う看護として表現され，個人の中に取り入れら
れた看護における価値観，規範，態度，行動を内面化し，
個人の中で価値付けられたものである．すなわち，看護
の学習や体験を通じて形成された価値観」といえる．
　価値観について，文部科学省中央教育審議会キャリ
ア教育職業教育特別部会答申では，生涯学習者として
の重要な要素として意欲態度があり，意欲態度の重要
な要素として価値観を挙げている．また，価値観と意欲

東都医療大学ヒューマンケア学部看護学科

や態度の関係を「価値観は人生観や社会観，倫理観等，
個人の内面にあって価値判断の基準になるものであり，
価値を認めて何かをしようと思い，それを行動に移す際
に意欲や態度として具現化するという関係」と説明して
いる．
ところで，職業教育においては，職業社会化という概念
がある．職業社会化とは，その職業における価値や規
範，態度や行動様式を受け入れ内面化しながら，その
職業に特有の知識や技術を修得し，自己概念を変容さ
せながら職業アイデンティティを形成していく過程である
1）．看護観は職業社会化によって形成された価値観とい
うことができよう．
　看護教育において，患者に直接看護を提供する臨床
実習は，体験による知識の確認や内面化を目的としてお
り，職業社会化にとって欠かせないものである．したがって，

要　　旨
　看護学生の看護観形成に関連する看護に対するイメージ（看護イメージ）の変化を継続的にとらえる試みの第 3 段階と
して，基礎看護学実習Ⅱ前後の変化を検討した．
　結果，学生の看護イメージは，総反応語数においては大きな変化はなかったが，カテゴリー別反応語とその内容におい
ては変化が確認された．実習後では，「看護〈行為〉」「人間」「看護〈状況把握〉」「看護〈行為の結果〉」「看護〈チーム〉」
のカテゴリーの割合が増加した．増加した反応語の傾向から，患者の情報を収集し，アセスメント，看護目標設定，具体
的計画立案，実施評価するという看護過程の経験が意識化され，その結果，反応語の増加がもたらされたと考えられた．
また，少数ではあるが自己の適性を否定する反応語があげられ，職業社会化の観点から，やりがいや看護を動機付ける体
験を工夫する必要性が示唆された．
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看護観については実習の中での気づきやレポートなど学生
の経験を分析することで看護観を捉えようとする研究 2）3）4）

5）6），4 年間の看護についてのイメージや認識を捉えようと
する研究 7）8）9）など，多くの研究者が，教育の過程を通し
て分析，研究を進めている．
　筆者ら 10）11）12）は，これまで，看護理論を用いた教育
の成果および病院の機能，看護の機能の理解を主目的
とした実習の成果について検討してきた．今回は，看護
教育を受けることを選択した学生が，患者に直接看護を
提供する最初の体験である臨床実習において看護の価
値の内在化を検討することで，職業社会化のプロセスの
一端を捉えたいと考えた．
　糸山 13）は，学習によるスキーマの変化を検討すること
で個人の中で概念化された知識を評価できる方法として
連想法を提唱している．筆者らは，前述したように，平
成 24 年度，看護基礎教育初期の学生の看護に対する
イメージ（以下看護イメージ）の変化について連想法を
用いて調査し，文献（ナイチンゲールの「看護覚え書」）
を用いた学習が，看護イメージの広がりや深まりに効果
があることを確認した 11）．さらに平成 25 年度の分析で，
基礎看護学実習Ⅰ前後の看護イメージの変化について検
討し，わずかではあるがイメージの広がりと深まりがある
ことを確認した 12）．
　本研究の最終目的は，4 年間の教育の中で「看護観」
がどのように培われるのか，形成のプロセスをとらえるこ
とであるが，そのための一手段として，学生の看護イメー
ジが，カリキュラムの進行やその後の教育的かかわりに
よって変化しているのか，また，卒業時までにどのよう
に変化するのかを見極め，今後のカリキュラムの組み方
や教育内容に反映させるための示唆を得たいと考えてい
る．今回は，基礎看護学実習Ⅰの次の節目であり，学生
が患者に直接看護を提供する最初の臨床実習体験であ
る基礎看護学実習Ⅱに焦点を当てて，これまでと同様に
連想法を用いて看護イメージを捉え，変化の分析を行う
こととした．
　基礎看護学実習Ⅱは，2 年次後期終了時に実施され，
はじめて患者を受け持ち，看護の基本的考え方である
看護過程を展開しながら，系統的に援助を行う臨床実
習である．この体験は，学生が看護実践者として自分
の適性を見極めながら，看護イメージを具体化させる機
会であり，価値の内在化の表現である看護イメージの変
化が期待される．
　職業教育において適性，かつ職業アイデンティティの
確立につながる職業的価値観を育成することは重要であ

る．本研究の意義は，いわゆる職業社会化プロセスの
現状を明らかにすることで，その獲得プロセスが明らか
となり，教育的働きかけの内容とタイミングを考えるため
の資料提供となることである．

Ⅱ．研究の目的

　本研究は看護師を志す学生がどのように「看護」に対
するイメージを変化させて自己の看護観を形作っていく
のかを時間軸でその変化を捉え，看護観育成に向けた
効果的なカリキュラム配置や教育方法を検討するもので
ある．これまでに第 1 段階として 1 年次前期終了時，第
2 段階として 1 年次後期終了時の看護イメージを明らか
にしてきた．今回は第 3 段階として，2 年次後期に行わ
れ，はじめて患者を受け持ち看護過程の展開を行う基
礎看護実習Ⅱを経験した学生が自分の看護イメージをど
のように変化させたのかを明らかにする．

Ⅲ．研究方法

１．研究デザイン
質問紙法による量的記述的研究デザイン

２．対象
　対象は，Ａ大学ヒューマンケア学部看護学科 2012 年
入学生（2 年次生）94 人．

３．調査期間・場所
2014 年 2 月～ 3 月．調査場所はＡ大学教室内．

４．データ収集
１）調査内容
　基礎看護学実習Ⅱ（2 年後期）開始前および終了後の
看護のイメージ
２）調査方法
　基礎看護学実習Ⅱオリエンテーション時（開始前），お
よびまとめの学習終了後（終了時）に連想法 13）を用いて
看護イメージを調査した．調査は無記名とし，調査にあ
たっては，該当学生全員に，研究目的および倫理的配
慮について説明し，調査への協力を依頼した．協力の
意思が確認できた学生を対象に，記入方法の説明 2 分，
連想時間 50 秒をとった．学生には，連想時間にイメー
ジした反応語をそのまま調査票に記入し，続いて設定し
た記入時間に連想した理由を記入してもらった．回収は，
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教室内に回収箱を設置し，調査者退出後投函してもらっ
た．
　開始前は平成 26 年 2 月，終了後は平成 26 年 3 月に
実施した．

５．連想法とは
　連想法は，糸山 13）によって授業評価の１方法として開
発された学習評価法である．学習によるスキーマ（知識，
概念，イメージなどの総称）の変化を検討することで，
個人の中で概念化された知識を評価できる方法である．
連想法は知識，概念，イメージなどの総称であるスキー
マに対応し，学習によるスキーマの変化を検討すること
で個人の中で概念化された知識を評価できる方法として
注目される．
　具体的方法は，刺激語に対して 30 ～ 50 秒程度の連
想時間を取り，連想した言葉およびその理由を記述して
もらうことにより，スキーマの広がりと深まりを検討する
ものである．

用語の定義
１）看護観
　それぞれの看護者が行う看護として表現され，個人の
中に取り入れられた看護における価値観，規範，態度，
行動を内面化し，個人の中で価値付けられたものである．
すなわち，看護の学習や体験を通じて形成された価値
観である．
２）看護イメージ
　看護に対するイメージであり，個人が看護をどのよう
に捉えているかを示す．イメージは個人の中で概念化さ
れた知識であり，学習や体験によって変化する．

６．データ分析
　分析はエクセルを用いて量的分析を行い，「看護」を
刺激語とする反応語の広がりと深まりの観点から結果を
吟味し，教育的示唆を検討した．反応語の分類にあたっ
ては，研究者間での一致を確認し妥当性を確保した．
　また，反応語の分類には，2012 年および 2013 年調
査と同様，辻 9）のカテゴリーを用い，反応語のカテゴリー
を「人間」「環境」「健康」「看護〈知識〉」「看護〈状況
の把握〉」「看護〈行為〉」「看護〈行為の結果〉」「看護

〈チーム〉」「看護〈心理〉」とし，どのカテゴリーにも属
さないものを「その他」として，10 カテゴリーの分類と
した．この分類は，看護の基本概念である「人間」「環
境」「健康」「看護」を基本とし，イメージされる内容が

多いと予測される「看護」について，〈　〉で示される要
素の分類を付加したものである．反応語の分類は，研
究者間で一致を確認した．

７．倫理的配慮
　本研究は，東都医療大学研究倫理委員会の承認を得
て実施した（承認番号 H2607）．
　具体的な倫理的配慮として，以下の配慮を行った．
　参加は任意であり，協力しなかった時にも，不利益に
ないこと，途中での参加の取りやめが可能であることを
保証する．データはプライバシー保護のため，無記名とし，
分析に当たっては個人を特定する分析は行わず，統計的
に処理して個人が特定できる分析を行わないことを保証
した．
　また，データは外部記憶装置に保存し，保管は研究
室内の鍵付きキャビネットで行った．
　発表に際しては，調査対象者が所属する地域及び施
設が特定されないよう匿名（記号を使って表現）とする
こと，および，データは本研究以外には使用せず，研究
終了後に破棄することとした．
　研究への参加の同意は，調査開始前に文書及び口頭で
研究の趣旨及び参加の任意性，倫理的配慮について説明
し，調査用紙の回収をもって同意と判断した．
　調査に際しては，学生の不利益として，調査回数が
多いこと，調査への協力や記述内容が成績に反映する
との誤解を受ける可能性があることを配慮し，成績への
影響がないことおよび研究意図を，対象者へ調査ごとに
十分に説明した．
　また，調査用紙の回収は，教室内に回収箱を設置し，
教員退出後，本人が直接投函する形式をとり，教員が
直接研究参加を確認できないよう配慮した．

８．Ａ大学の基礎看護学実習
１）位置づけ
　「看護専門職を志す学生が，大学での広範囲な分野の
理論的知識に加え，看護学の専門的知識・技術を看護
の実践を通して統合する機会」と位置づけられるA 大
学の臨床実習の中で，基礎看護学実習は，臨床実習の
最初の段階として位置づけられている．基礎看護学実習
Ⅱは，2 年次後期（2 月～ 3 月）に実施される．1 年次
後期（2 月）に実施した「看護の実施される環境の理解，
看護の役割理解」に主眼を置いた基礎看護学実習Ⅰ（1
単位）とは約 1 年の間隔がある．
　学生が基礎看護学実習Ⅱを体験する前に，基礎分野
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の必修および選択科目，専門基礎分野のすべての科目，
専門分野では看護の基礎に含まれる基礎看護学領域担
当の科目，成人看護学総論，成人看護慢性期援助論，
小児看護学総論，母性看護学総論，公衆衛生看護学
概論，公衆衛生看護活動論を修了している．
２）目的・目標
　基礎看護学実習の目的は，「看護の対象が健康上の
問題を持ちながらどのように日常生活を過ごしているの
か理解を深め，看護が担う役割と責任について学ぶ」で
あり，基礎看護学実習Ⅱの目的，目標は以下のとおりで
ある．
＜目的＞
　健康障害をもつ患者の日常生活環境としての療養環境
を的確にとらえ，看護過程を展開し，学習した基本的な
生活援助策を実施することによって基礎的な看護能力を
習得する．
＜目標＞
１．患者の状態を把握し，援助が必要な日常生活援助

をアセスメントできる．
１）患者の人となりや療養生活について資料を作成し

て説明できる．
２）患者の入院生活を妨げている看護問題を説明でき

る．
２．患者に必要な看護が計画・実施・評価できる．

１）優先度の高い日常生活上の看護問題について看
護計画を立てることができる．

２）計画した看護援助を安全・安楽に患者に実施で
きる．

３）実施した看護援助やそれによる患者の変化を具
体的に記述することができる．

４）日々の看護記録と立案した計画を照らし合わせて
内容の評価と修正が記述できる．

３．看護の役割とは何か自分の言葉で説明できる．
１）看護の役割と機能が説明できる．

４．看護学生としてふさわしい態度で実習できる．
１）看護学生としてふさわしい学習姿勢がとれる．
２）患者の尊厳を守ることができる．

５．看護学生としての自己の課題を明確にできる．
１）実習をとおして，看護師を目指している自らの

課題が説明できる．
２）課題解決に必要な行動が説明できる．

＜実習方法＞
1 名の学生が成人期または老年期の患者を1 名受け持
ち，日常生活援助を中心に，看護師・指導教員の指
導を受けて，看護過程を展開する．

Ⅳ．結果

　協力が得られたのは，実習開始前 94 人（回収率
93.1％），終了後 95 人（回収率 94.1％）であった．
　結果の記述において，「　」はカテゴリー，『　』は反
応語を示す．

１．実習開始前の反応語（表1　表2）
　実習開始前の反応語は，１語2人，2 語 9人，3 語14人，
4 語 20 人，5 語 27人，6 語 22 人，1 人当たりの平均
反応語数は 4.35 語であった．
　総反応語数は 409 語，反応語種数 172 語であった．
分類に沿ってみると，「人間」反応語数 67 語，反応語
種数 14 語，「環境」反応語数 20 語，反応語種数 8 語，

「健康」反応語数 17 語，反応語種数 15 語，「看護〈知識〉」
反応語数 71 語，反応語種数 19 語，「看護〈状況の把握〉」
反応語数 37 語，反応語種数 15 語，「看護〈行為〉」反
応語数 101 語，反応語種数 38 語，「看護〈行為の結果〉」
反応語数 5 語，反応語種数 5 語，「看護〈チーム〉」反
応語数 5 語，反応語種数 4 語，「看護〈心理〉」反応語
数 60 語，反応語種数 22 語，「その他」反応語数 26 語，
反応語種数 21 語であった．
　最も多かった反応語は『患者』27人，次いで『技術』
21 人，『ケアプラン』19人，『コミュニケーション』16 人，

『知識』14 人，『ナイチンゲール』10 人であった．

２．実習終了後の反応語（表1　表2）
　実習終了後の反応語は，１語2人，2 語 6人，3 語13人，
4 語 24 人，5 語 25 人，6 語 25 人で，1 人当たりの平均
反応語数は 4.46 語であった．
　総反応語数は 424 語，反応語種数 176 語であった．
分類に沿ってみると，「人間」反応語数 79 語，反応語
種数 26 語，「環境」反応語数 10 語，反応語種数 7 語，

「健康」反応語数 8 語，反応語種数 8 語，「看護〈知識〉」
反応語数 44 語，反応語種数 15 語，「看護〈状況の把
握〉」反応語数 55 語，反応語種数 21 語，「看護〈行為〉」
反応語数 136 語，反応語種数 49 語，「看護〈行為の結
果〉」反応語数 12 語，反応語種数 7 語，「看護〈チーム〉」
反応語数 13 語，反応語種数 5 語，「看護〈心理〉」反
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応語数 46 語，反応語種数 18 語，「その他」反応語数
21 語，反応語種数 20 語であった．
　最も多かった反応語は『患者』23 人，次いで『コミュ
ニケーション』23 人，『観察』20 人，『観察力』14 人，『個
別性』12 人，『ケア』12 人，『思いやり』12 人，『援助』
11 人，『アセスメント』10 人であった．

３．実習前後の反応語の変化
　「人間」では，『患者』『看護師』など 10 反応語が実
習前後ともに存在した．5 人以上の増加があった反応語
は『信頼関係』であった．実習後は『小児』『医療従事者』

『成人』『母性』など 14 反応語が消失し，『個別性』『責任』
『QOL』，『患者さんのため』『気もち』など 16 反応語が
新たに加わった．
　「環境」は，実習前後ともに存在したのは『病院』『環境』

『在宅』『家』の 4 反応語であった．5人以上の減少があっ
た反応語は『病院』であった．実習後は，『自宅』『ベッド』

『臨床別』『ICU』の 4 反応語が消失し，『地域』『入院』
『病棟』の 3 反応語が加わった．
　「健康」は，『急性期』『慢性期』『セルフケア』『不安』
の 4 反応語が実習前後ともに存在したが，5 人以上の増
減があった反応語はなかった．実習後は，『命』『疾病』

『死』など 11 反応語が消失し，『苦痛』『終末期』『生命』
『病気』の 4 反応語が加わった．
　「看護〈知識〉」は，『技術』『知識』『ナイチンゲール』『観
察力』『コミュニケーション力』『ゴードン』『基礎』の 7
反応語が実習前後ともに存在した．実習後には，『技術』『知
識』の2反応語は5人以上の増加があった．『学ぶ』『考える』

『勉強』の 3 反応語が消失し，『保助看法』『理解力』『説
明能力』など 6 反応語が加わった．

　「看護〈状況の把握〉」は，実習前後ともに存在した
のは『アセスメント』のみで，前後ともに 1 人であった．
実習後に『判断』『判断力』『根拠』『臨機応変』の 4 反
応語が加わった．
　「看護〈行為〉」は，『コミュニケーション』『ケア』『援助』

『観察』など 13 反応語が実習前後ともに上げられた．実
習後には，『コミュニケーション』が 5 人以上の増加を見
た．『助ける』『ボディメカニクス』『生活の援助』など 17
反応語が消失し，『療養上の世話』『診療の補助』『支え』
など 14 反応語が加わった．

「看護〈行為の結果〉」は，『安全』『安楽』『感謝』の 3
反応語が実習前後ともに存在したが，実習後の 5 人以
上の増減はなかった．『安心』『癒やし』など 5 項目が消
失し，『安らぎ』のみが追加された．
　「看護〈チーム〉」は，前後に共通するのは『チーム』『チー
ムワーク』『チーム医療』など 5 反応語で，5 人以上の
増減はなかった．実習後に消失したのは『つながり』の
みで，『カンファレンス』『協調性』『共有』が加わった．
　「看護〈心理〉」は，『おもいやり』『優しい』『笑顔』
など 5 反応語が共通して存在した．実習前後で 5 人以
上の増減はなかった．『気づかい』『温かさ』など 10 反
応語が消失し，『気配り』『親切』など 6 反応語が加わった．
　「その他」では，実習前後ともに『清潔』『ナース服』『実
習』など 6 反応語が上げられたが，実習前後の 5 人以
上の増減はなかった．『将来』『薄給』など 5 反応語が
消失し，『仕事』『経験』『泣きたくなる』『勉強がたくさん』
など 7 反応語が加わった．

表1.　カテゴリー別反応語総数，第1反応語

カテゴリー
基礎看護実習Ⅱ開始前（2月）ｎ＝94 基礎看護実習Ⅱ終了後（3月）ｎ＝95 （参考）基礎看護実習Ⅰ終了後（3月）ｎ＝102

総反応語数 1人あたりの
反 応 語 数 反応語種数 第1反応語 総反応語数 1人あたりの

反 応 語 数 反応語種数 第1反応語 総反応語数 1人あたりの
反 応 語 数 反応語種数 第1反応語

人間 6.7（16.4）0.71 25 14（14.9） 79（18.6） 0.83 26 27（28.4） 89（19.4） 0.87 23 27（26.5）

環境 20（4.9） 0.21 8 6（6.4） 10（2.3） 0.11 7 3（3.1） 24（5.2） 0.24 8 9（8.8）

健康 17（4.2） 0.18 15 3（3.2） 8（1.9） 0.08 8 3（3.1） 26（5.7） 0.25 11 3（2.9）

看護〈知識〉 71（17.4） 0.76 19 19（20.2） 44（10.4） 0.46 15 13（13.7） 58（12.7） 0.57 10 12（11.8）

看護〈状況の把握〉37（9.0） 0.39 15 7（7.4） 55（13.0） 0.58 21 7（7.4） 7（1.5） 0.07 5 3（2.9）

看護〈行為〉 101（24.7）1.07 38 29（30.9） 136（32.1）1.43 49 29（30.5） 132（28.8）1.29 30 32（31.4）

看護〈行為の結果〉5（1.2） 0.05 5 0 12（2.8） 0.13 7 1（1.1） 9（2.0） 0.09 4 0

看護〈チーム〉 60（14.7） 0.05 4 0 13（3.1） 0.14 5 2（2.1） 23（5.0） 0.23 8 0

看護〈心理〉 26（6.3） 0.64 22 7（7.4） 46（10.8） 0.47 18 5（5.3） 64（14.0） 0.63 11 13（12.7）

その他 26（6.3） 0.28 21 9（9.6） 21（5.0） 0.22 20 5（5.3） 26（5.7） 0.25 13 3（2.9）

合計 409（100.0）4.35 172 94（100.0）424（100.0）4.46 175 95（100.0） 458（100.0）4.49 123 102（100.0）

注）（　）内は縦列の総計に対する割合



看護基礎教育における看護観形成に関する研究

− 36 −

表２.　基礎看護学実習Ⅱ前後の反応語の種類と反応語数
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Ⅴ．考察

１．基礎看護実習Ⅱ前後の反応語の変化について
１）総反応語数の変化
　総反応語数は実習開始前 409 語，実習終了後 424 語
で，若干の増加があった．開始前の総反応語数が最も
多かったのは，「看護〈行為〉」24.7％，次いで「看護〈知
識〉」17.4％，「人間」16.7％，「看護〈心理〉」14.7％，「看
護〈状況把握〉」9.0％，「その他」6.3％，「環境」4.9％，

「健康」4.2％，「看護〈行為の結果〉」1.2％，「看護〈チー
ム〉」1.2％の順であった．終了後で最も多かったのは，「看
護〈行為〉」32.1％で開始前と同様であったが，次に多かっ
たのは，「人間」18.6％，「看護〈状況把握〉」13.0％，「看
護〈心理〉」10.8％，「看護〈知識〉」10.4％，「その他」5.0％，

「看護〈チーム〉」3.1％，「看護〈行為の結果〉」2.8％，「環
境」1.9％，「健康」1.9％の順となった（図 1）．終了後
に割合が増加したのは，「看護〈行為〉」「人間」「看護〈状
況把握〉」「看護〈行為の結果〉」「看護〈チーム〉」であった．
これらのカテゴリーは，看護実践に直結する反応語を含
んでいる．特に，「看護〈状況把握〉」「看護〈行為の結果〉」
は，患者の情報を収集し，アセスメント，看護目標設定，
具体的計画立案，実施評価するという看護過程の経験
が意識化され，その結果，反応語の増加がもたらされ
たと考えられる．
２）反応語の変化
　さらに，反応語の内容を見ると，実習開始前，実習
終了後ともに「患者」が最も多かった．次に多かった反
応語は，実習開始前では「技術」「知識」「ケアプラン」
など知識に関する反応語であった．実習終了後は「観察」

「ケア」「思いやり」など実習開始時とは異なった反応語
であり，具体的な看護ケアに対応した反応語であった．
　また，実習開始前，終了後の両方に存在した反応語

は 75 語であり，終了後には 100 語，全体の 57.1％が新
たに加わったことになる．増加の割合が最も多いカテゴ
リーは，「看護〈行為の結果〉」で，7 反応語中 6 語（85.7％），
次いで「その他」20 反応語中 13 語（65.0％），「看護〈行為〉」
49 反応語中 31 語（63.3％），看護〈状況把握〉」21 反
応語中 13 語（61.9％），「人間」26 反応語中 16 語（61.5％），

「看護〈チーム〉」5 反応語中 3 語（60.0％），「看護〈知
識〉」15 反応語中 8 語（53.3％），「健康」8 反応語中 4
語（50.0％），「環境」7 反応語中 3 語（42.9％），「看護〈心
理〉」18 反応語中 4 語（22.2％）の順であった．
　カテゴリー別に詳細をみると，「看護〈行為の結果〉」
では，『安心』『安全』『癒し』『変化』などの反応語が
あげられ，これらは看護を行ったことにより，患者にも
たらされた成果をとらえ，意識できた結果であると考え
られる．
　「看護〈行為〉」では，『見守る・見守り』『考える』『気
づく』『心のケア』『心の支え』『寄り添う』などの患者のニー
ズをしっかりと見極め，患者の心に寄り添うことを嗜好
する反応語が増加している．これは，実際の患者に接し，
そのニーズ把握に忠実に向き合った結果，患者のニーズ
をしっかりと見極め，患者の心に寄り添うことの必要性
や重要性に気付いた結果と考えられる．
　「看護〈状況把握〉」では，『裏付け』『応用』『看護問
題』『根拠あるケア』などがあげられ，看護を実践する
にあたり，根拠を持ったケアを実践する必要性を認識で
きた結果であると考えられる．
　「人間」では，『患者優先』『個別性』『責任』など対
象を尊重する意識と，看護者である自分が負うべき責任
が意識化された結果と考えられる．これらの変化は，実
際に看護を実践する際には患者が存在し，患者の状況
に合わせて対処することの大切さと，看護を提供する者
としての責任もってケアすることの必要性を学んだ結果と
理解できる．また，反応語が増加したのは，具体的な

図１．基礎看護学実習Ⅱ前後の反応語のカテゴリー別割合
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イメージとして看護が構成されたためと考えられる．
　河相ら 14）は，基礎看護学実習で看護過程を展開した
学生の学びとして，【個別性のある援助計画が立案でき
る】【患者の状態を正確に把握する】【潜在的な問題が
分かる】【手際のよいバイタルサインの測定技術と観察】

【患者との円滑なコミュニケーション】【基礎となる生行動
援助技術と応用できる技術】【患者と真剣に向き合う態
度】【患者の状態に合わせた援助方法を共に考える態度】
を挙げている．また，秋庭ら 2）は，学生のレポートを分
析から，基礎看護学実習で形成される看護観として，【対
象理解の必要性】【状態に合わせた援助の必要性】【看
護過程の重要性】【援助者としての気づき】【観察の重要
性】を抽出している．両者の各カテゴリーに含まれる内
容をみると，優しさ，ナイチンゲール，安楽，不安，見守る，
目標，計画立案，信頼関係，知識，観察など今回の調
査の反応語に一致するキーワードが多く挙げられている．
Ａ大学基礎看護実習Ⅱにおいても反応語から見る限り，
看護過程の展開という学習が生み出す効果が順当に表
れていると考えられる．
３）その他に含まれる反応語
　「その他」では『主体的』『楽しい』など積極的肯定
的な反応語がある一方で，『疲れる』『やりたくない』『焦
り』といった否定的な反応語が表現された．これは学生
の素直な感想とも受け止められるが，自分の適性を考え
た結果に基づく反応語とも解されるので，否定的反応語
について考えてみたい．
　実習開始前は『向いていない』『やめたい』『逃げたい』，
実習終了後は『楽しくない』『やりたくない』『やめたい』

『つまんない』など出現頻度は少ないが，否定的な反応
語がみられる．これらの反応語は基礎看護学実習Ⅰ終
了後には見られなかった反応語である．修了した看護の
専門科目も増え，看護について学習が進み，看護を提
供するには多くの知識と技術が必要だと実感したことや，
前回とは異なり自分が主体で患者を受け持ち，看護過程
を展開することに対する不安，実際に実習を体験しての
素直な感情である．
　しかし，実習終了後の否定的な反応語は，実際に患
者を受け持ち，看護過程を展開してみた結果，自己の
適性についても考えざるを得なかった結果であると解さ
れる．
　白鳥は 15），看護大学生が看護職を自己の職業と決定
するまでのプロセスを探求しているが，その中で「特に
看護の『消極的選択』をした対象者は絶えず【迷い・惑
い】を抱いており，看護に魅力を体験しても【迷い・惑い】

を完全に拭うことはできなかった」と職業価値を見いだ
せない者の専門職社会化が困難であることを指摘してい
る．また，「看護の『消極的選択』をした学生は，どん
なに素晴らしい体験をしても職業的価値を内在化できな
ければ，社会化は達成できない．逆に，看護に高い職
業価値を見出している学生は，多少の困難に負けず，看
護職へと傾倒できる」と述べている．ここでいう『消極
的選択』とは，他の職業をめざしていたが学力などの
都合により断念した場合，親などの他者の勧めで何とな
く看護を選択した場合が該当する．
　「学生は患者との関わりから得られる肯定的なフィード
バックによって看護により動機づけされる．また，自分
の不足を認識する体験からは，それを振り返り看護に重
要な視点を感じ取り，不足を補えるよう努力することで自
分を高めようとする」9）．これにより，学生は職業価値を
内在化すると考えられている．通常の学生においてはこ
の過程が自然に行われるが，『消極的選択』をした学生
においては円滑に行われにくく，教育側の意識的介入が
必要とされる．肯定的なフィードバックを得られる体験
が出来るよう学習環境を整える必要がある．

２．基礎看護学実習Ⅰ終了後との対比
　表 1，表 2 には参考として 1 年次後期に実施された基
礎看護学実習Ⅰ終了後の反応語を併記した．これを見る
と，基礎看護学実習Ⅰ終了後の反応語と比べ，基礎看
護学実習Ⅱ開始前，終了後ともに「看護〈チーム〉」につ
いての反応語が少ない．基礎看護学実習Ⅰでは，病院
や他職種の役割を知り，看護職の役割を知るという，他
職種に目が向けられる実習目標が掲げられ，学生の関心
やイメージ形成に結びやすかった．しかし，基礎看護学
実習Ⅱの目的は看護過程の展開という個人の患者に対す
る自己の看護に焦点を当てられており，専門職連携を含
めたチームを意識する体験が少なかったためと考えられ
る．
　基礎看護学実習Ⅱにおいて『信頼関係』『観察』『観
察力』『コミュニケーション』などの反応語が多くなり，
新たに，『個別性』『見守る・見守り』『寄りそう』『QOL』

『患者主体』『患者さんのため』『患者さん優先』『向き合
う』など反応語が出現している．
　この新たに加わった，『個別性』『見守る・見守り』『寄
りそう』『QOL』『患者主体』『患者さんのため』『患者さ
ん優先』『向き合う』といった反応語は，患者を主語や
目的とした具体的な学生の行為を含んだものである．学
生たちは，自分の受け持ち患者を持ち，ケアするという
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体験を通して，これまで『信頼関係』『観察』『コミュニケー
ション』など大きな概念で捉えてきたイメージを，より具
体的なイメージとして捉えられたと推察される．
　また，筆者ら 16）17）が行った卒業時学生の看護観の調
査では，【患者の思いにより添う】【患者のために自分を
磨く】【患者を尊重する】【QOL をサポートする】【患者
から信頼される】【多くの人々の健康をサポートする】が
看護観として抽出された．基礎看護学実習Ⅱ終了後増
加，あるいは新たに出現した反応語は，4 年次生が抱く，
患者に関心を向け，患者を主体とした看護に通じるもの
であり，学生の看護イメージが看護観に近いワードになっ
てきたといえ，これは価値に内在化が進んだ結果と介さ
れる．
　イメージの具体化，内在化のプロセスについては，今
後さらに分析を加えて明らかにしていかねばならない．

３．基礎看護学実習Ⅱの目標達成の視点からの評価と
今後の課題

　前述したように，今回の反応語からは，患者の看護
過程を展開することによって得られる学習の成果はあっ
たと評価できる．アセスメントについては，『患者』の『個
別性』『観察』信頼関係』などの反応語に代表されるア
セスメントに必要な反応語が多くの学生によってあげら
れた．また，計画については，『看護計画』『根拠』など

「看護〈状況把握〉」や「看護〈行為の結果〉」のカテゴリー
に配置される反応語が増加している点から，学生に重要
性が認識されたと考えられる．
　看護過程については，特に「看護〈行為〉」のカテゴリー
に配置される反応語が増加し，しかも，患者の心に配
慮する反応語が増加したことから，実践部分に関心が大
きいことがうかがわれる．また，前述したように「看護〈行
為の結果〉」の反応語が増加していることから，結果を
考慮した看護が提供されたと予測され，一連の過程とし
ての看護過程が意識されたと考えられる．
　しかし，この結果は全体としての傾向をとらえたもの
であり，学生一人一人をとらえたものではない．すべての
学生が必要なカテゴリーに反応したかについては，今後
さらに分析を重ねる必要がある．

４．今後の教育に向けて
　今回の結果で否定的な反応語を挙げた学生が存在し
たことは，看護の適性について【迷い・惑い】を感じて
いる学生が，少数ではあるが存在することを示している．
このような学生に対しては，看護の楽しさを実感でき，

看護という職業にやりがいを見出し，職業価値を内在化
する体験が提供できるよう実習内容や指導を検討する
必要がある．
　看護に対する学生の認識の変化について，各時期を
切り取って報告されたものはあるが，４年間の学習経過
を追って，継続して報告している文献は見当たらなかっ
た．このため継続して変化をとらえる試みを続けていく
必要性を再認識した．

Ⅵ．結論

　基礎看護学実習Ⅱ前後の学生の看護イメージは，総
反応語数においては大きな変化はなかったが，カテゴ
リー別反応語とその内容においては変化が確認された．
　実習後では，「看護〈行為〉」「人間」「看護〈状況把
握〉」「看護〈行為の結果〉」「看護〈チーム〉」のカテゴリー
の割合が増加し，特に「看護〈状況把握〉」「看護〈行為
の結果〉」の増加が顕著であった．増加した反応語の傾
向から，患者の情報を収集し，アセスメント，看護目標
設定，具体的計画立案，実施評価するという看護過程
の経験が意識化され，その結果，反応語の増加がもた
らされたと考えられた．
　しかし，看護に対して「楽しくない」「やめたい」など
否定的な反応語を挙げる学生も存在し，職業社会化の
観点から，やりがいや看護を動機付ける体験を工夫する
必要性が示唆された．
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